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４ 区別の自殺者数、自殺死亡率 

自殺者数の増加がみられた平成 18 年からの 3 年間について、各区での自殺者数の推移と、自殺死亡

率（人口 10 万対）の変化を観察しました（表 3～4、図 5～6）。 

自殺者数について3年間の平均をみると、港北区、南区、鶴見区、中区の順に多くみられました（表3）。

一方、自殺死亡率の平均は、中区、南区、栄区、瀬谷区の順に高くみられました（表 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自殺者数の 3 年間の推移をみると、南区、港南区、金沢区、緑区、瀬谷区で自殺者数(図 5)、自殺死亡

率(図 6)共に経年的に増加していました。南区は、自殺者数、自殺死亡率共に横浜市 18 区内で 2 番目に

高い値を示しました（表3～4）。鶴見区では、平成19年に自殺者数が前年より 18人増加し、自殺死亡率も

17.4 から 24.0 に上昇しました。しかし、平成 20年には自殺者数、自殺死亡率共に平成 18年並みとなって

おり、3年平均の自殺者数(表3)が多くみられたのは、平成19年の増加によるものだと考えられます。また、

港北区では、平成20年に自殺者数が前年より26人増加し、自殺死亡率も17.0から24.9に上昇しました。

港北区の自殺者数は他区より多い(表 3)ものの、自殺死亡率は 18 区中 6 位（表 4）であるのは、人口規模

が大きいことによるものと考えられます。 

 

平成18年からの3年間のデータのみでは、一時的な自殺者数の増加とも考えられるため、区ごとの傾向

を把握することは困難です。区別の自殺者数の傾向については、今後の検討が必要です。 
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図 5 区別の自殺者数（平成 18～20 年） 

表 3 自殺者数（平成 18～20 年平均） 
順位 区
1 港北 64
2 南 53
3 鶴見 52
4 中 50
5 青葉 48
6 戸塚 45
7 神奈川 44
8 旭 44
9 金沢 42
10 港南 42
11 保土ケ谷 38
12 磯子 32
13 緑 27
14 瀬谷 27
15 栄 27
16 都筑 24
17 泉 23
18 西 18

（人）

順位 区
1 中 35.3
2 南 27.4
3 栄 21.6
4 瀬谷 21.2
5 西 20.5
6 港北 20.3
7 金沢 20.0
8 神奈川 19.7
9 鶴見 19.7
10 磯子 19.6
11 港南 18.8
12 保土ケ谷 18.6
13 旭 17.6
14 戸塚 16.8
15 青葉 16.2
16 緑 15.7
17 泉 15.2
18 都筑 13.3

（人口10万対）

表 4 自殺死亡率（平成 18～20 年平均） 




